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二
十
二
年
度
予
算
の

重
点
項
目
に
教
育
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
教
育
の
ま
ち
芦

屋
を
目
指
し
て

芦
屋
市
教
育
振

興
基
本
計
画

が
本
年
度
策
定
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

表
れ
る
具
体
的
な
教
育
効
果
の
向

上
を
教
育
委
員
会
は
ど
う
と
ら
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
公
教
育
の

新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る

施
策
と
し
て

小
中
連
携
教
育

を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
進
捗
状
況
と
今
後

の
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

同
じ
く
次
世
代
育
成
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
病
後
児
保
育
の
事
業
概
要
に

つ
い
て
、
今
後
利
用
す
る
市
民
に

分
か
り
や
す
い
説
明
を
求
め
る
。

さ
ら
に
、
芦
屋
独
自
の
景
観
の

保
全
を
目
的
と
し
て
、
既
に
市
内

全
域
を
景
観
地
区
に
指
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
も
と
も

と
は
兵
庫
県
が
行
っ
て
い
た
景
観

行
政
を
芦
屋
市
が
自
主
性
を
持
っ

て
行
え
る
よ
う
に
な
る

景
観
行

政
団
体

へ
の
移
行
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組

み
が
今
後
の
芦
屋
の
景
観
行
政
に

及
ぼ
す
影
響
を
具
体
的
に
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

教
育
振
興
基
本
計
画

策
定
に
よ
る
具
体
的
効

果
に
つ
い
て
は
、
中
期
的
な
教
育

の
目
指
す
姿
と
具
体
的
施
策
を
示

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど
社

会
全
体
で
協
力
し
て
本
市
の
教
育

を
振
興
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
小
中
連
携
教
育
で
は
、
潮

見
小
学
校
と
潮
見
中
学
校
を
モ
デ

ル
校
と
し
、
小
中
連
携
推
進
事
業

に
着
手
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、

（
仮
称
）芦
屋
市
小
中
連
携
教
育

研
究
協
議
会

を
設
置
し
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
今
後

は
、
小
中
学
校
間
の
授
業
交
流
や

合
同
研
修
会
の
開
催
、
児
童
生
徒

に
対
す
る
一
貫
し
た
学
習
指
導
、

生
徒
指
導
に
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
等
を
計
画
し
て
い
る
。

病
後
児
保
育
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校

等
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
置
し
、

広
報
あ
し
や
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

景
観
行
政
に
つ
い
て
は
、
景
観

行
政
団
体
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

兵
庫
県
と
本
市
の
双
方
で
行
っ
て

い
る
景
観
行
政
が
一
元
化
さ
れ
、

総
合
的
か
つ
独
自
性
を
持
っ
た
景

観
形
成
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

キャナルパークからキャナルパークから

何
よ
り
市
民
の
た
め

の
市
民
目
線
の
地
方
分

権
と
す
る
た
め
に
、
地
域
主
権

へ
の
取
り
組
み
は
、
公
開
で
決
め

て
い
く
方
向
性
と
積
極
的
な
姿
勢

を
期
待
で
き
る
の
か
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
と

し
て
の
自
治
会
は
、
住
民
の
地
方

自
治
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
自
治

会
活
性
化
の
た
め
に
も
行
政
は
自

治
会
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て

い
る
の
か
。
行
政
と
自
治
会
は
対

等
に
連
携
す
る
協
力
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

公
営
住
宅
の
整
備
基
準
等
が
見

直
さ
れ
、
条
例
委
任
の
方
向
性
が

示
さ
れ
る
中
、

芦
屋
市
営
住
宅

等
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画

中

の
耐
震
等
の
必
要
性
も
含
め
た
建

て
替
え
計
画
を
、

社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
（
仮
称
）

に
よ

り
具
体
策
を
表
せ
な
い
も
の
か
。

公
金
管
理
運
用
方
針

は
景

気
の
回
復
等
、
状
況
の
変
化
と
と

も
に
見
直
す
こ
と
が
あ
る
の
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
も
含
め
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
月
一
回
の
収
集

を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

文
化
発
信
の
場
と
し
て
ル
ナ
・

ホ
ー
ル
に
芸
術
監
督
の
就
任
な
ど

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

地
域
主
権
に
つ
い
て

は
、
国
会
で
具
体
化
し

た
法
案
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

市
民
へ
の
公
開
は
、
市
民
参
画
条

例
の
手
続
き
に
従
い
、
審
議
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
活
用
で

意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

自
治
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
担
う
重
要
な
団
体
で
あ
り
、

行
政
と
対
等
に
連
携
す
る
協
力
関

係
を
担
う
団
体
と
考
え
て
い
る
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
交
付
金
が

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
一

元
化
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

国
の
動
向
を
見
て
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公
金
管
理
運
用
方
針

は
、

経
済
情
勢
や
金
融
情
勢
の
動
向
を

見
な
が
ら
改
正
の
必
要
性
を
検
討

し
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
収
集
回
数

を
増
や
す
こ
と
は
、
収
集
し
た
資

源
物
の
置
き
場
が
な
い
な
ど
課
題

が
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ル
ナ
・
ホ
ー
ル
事
業
に
お
け
る

専
門
家
の
登
用
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
本
市
の
特
色
を
生
か

し
た
事
業
企
画
を
し
て
い
き
た
い
。

ルナ・ホールルナ・ホール

芦
屋
市
の
財
政
は
健

全
で
、
震
災
で
で
き
た

借
金
も
予
定
ど
お
り
に
返
し
、
と

き
に
は
繰
り
上
げ
償
還
ま
で
で
き

て
い
る
。
ま
た
基
金
は
収
支
見
込

み
で
不
足
額
に
充
て
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
二
〇
十
九
年

に
は
三
十
七
億
円
残
る
こ
と
に
な

る
。
毎
年
度
不
用
額
も
発
生
し
て

お
り
、
基
金
に
積
ま
れ
て
い
る
し
、

起
債
償
還
で
緑
化
育
成
事
業
債
も

一
括
し
て
払
え
る
余
力
も
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
市
民
に
財
政
難
だ
か

ら
と
我
慢
を
強
い
る
予
算
編
成
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
が
ご
返

答
を
お
願
い
す
る
。

次
に
緑
化
育
成
事
業
債
に
つ
い

て
伺
う
が
、
新
年
度
予
算
で
五
十

七
億
千
百
七
十
万
円
を
償
還
す
る

た
め
起
債
が
増
え
て
い
る
。
こ
の

事
業
債
は
、
約
二
十
年
前
に
山
芦

屋
町
と
西
芦
屋
町
に
一
坪
五
百
万

円
も
す
る
土
地
を
事
業
予
定
も
な

い
の
に
購
入
し
た
も
の
で
、
現
在

も
緑
化
育
成
事
業
と
名
は
付
い
て

い
る
も
の
の
一
部
苗
床
等
に
使
わ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
事
業
と
い
う

の
も
お
こ
が
ま
し
い
。
こ
の
ム
ダ

な
土
地
購
入
の
借
金
返
し
を
市
民

に
押
し
付
け
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。

市
民
に
我
慢
を
強
い

る
予
算
編
成
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
事
業
選
択
の
基
本
方

針
と
し
て
、

福
祉

、

医
療

及
び

教
育

を
重
点
項
目
に
掲

げ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

に
努
め
る
た
め
、
必
要
な
予
算
措

置
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
特

定
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
内
部

努
力
と
基
金
の
取
り
崩
し
等
に
よ

り
確
保
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

緑
化
育
成
事
業
債
に
つ
い
て
は
、

土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
と
将
来

に
わ
た
る
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
元
利
償
還
金
に
対
す
る

交
付
税
措
置
の
あ
る
国
の
臨
時
経

済
対
策
事
業
債
を
活
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
緑
化
育
成
事
業
債
十
年

目
の
一
括
償
還
期
限
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
債
約
五
十
七
億
円
の

う
ち
、
三
十
億
円
を
一
括
償
還
し
、

残
り
を
借
り
換
え
る
も
の
で
あ
る
。

償
還
を
行
わ
ず
二
十
年
間
の
元
利

償
還
で
借
り
換
え
る
と
、
毎
年
の

元
利
償
還
金
が
二
億
円
必
要
と
な

る
の
で
、
後
年
度
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
現
在
保
有
し
て
い
る

減
債
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
し
、

返
済
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。育苗地（山芦屋町）育苗地（山芦屋町）

成
長
が
止
ま
っ
た

国

、

国
民
が
貧
し

く
な
る
国

に
な
っ
た
日
本
、
市

民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
市
政
、

予
算
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

被
災
十
五
年
、
不
況
が
続
く
中

で
被
災
者
に
は
い
ま
だ
二
重
ロ
ー

ン
や
災
害
援
護
資
金
な
ど
の
返
済

が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

生
活
実
態
の
調
査
を
行
い
、
ま
た

災
害
援
護
資
金
の
返
済
猶
予
の
幅

を
広
げ
る
よ
う
国
に
求
め
よ
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、

市
内
の
四
千
八
百
人
が
二
千
円
の

値
上
げ
に
な
る
。
保
険
料
値
上
げ

を
抑
え
る
た
め
に
県
の
財
政
安
定

化
基
金
の
活
用
を
求
め
る
な
ど
芦

屋
市
も
努
力
せ
よ
。

保
育
所
待
機
児
童
は
急
増
し
て

い
る
。
今
で
も
す
し
詰
め
で
あ
り
、

さ
ら
に
詰
め
込
む
の
で
は
な
く
、

保
育
所
の
増
設
な
ど
対
応
を
急
ぎ
、

今
後
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

西
宮
市
で
は
、
七
月
か
ら
通

院
・
入
院
を
中
学
三
年
生
ま
で
無

料
化
す
る
。
隣
で
あ
り
な
が
ら
芦

屋
の
無
料
化
は
二
歳
ま
で
。
大
き

く
遅
れ
て
い
る
。
子
ど
も
七
人
に

一
人
が
貧
困
と
い
わ
れ
て
お
り
、

命
を
守
る
た
め
に
も
芦
屋
で
も
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
を
拡
大
せ
よ
。

被
災
者
の
生
活
実
態

の
調
査
は
、
震
災
後
十

五
年
を
経
過
し
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
も
あ
り
難
し
い
も
の
が
あ

る
。
災
害
援
護
貸
付
金
の
免
除
要

件
拡
大
や
償
還
期
限
の
再
延
長
を

二
十
二
度
も
引
き
続
き
関
係
市
と

連
携
し
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い

く
。

こ
の
度
の
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
を
国
民
全
体

で
公
平
に
支
え
る
制
度
で
あ
る
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

保
育
所
待
機
児
童
解
消
策
に
つ

い
て
は
、本
年
四
月
に
民
間
の
夢

咲
保
育
園

が
開
園
す
る
の
で
、

待
機
児
童
解
消
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
十
一
月
に
設
置
を
し
た

芦
屋

市
保
育
所
・
幼
稚
園
あ
り
方
検
討

委
員
会

で
は
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
待
機
児
童
解
消
策
を
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
市
の

財
政
状
況
等
か
ら
、
本
年
四
月
に

創
設
さ
れ
る
兵
庫
県
の
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
範
囲
を
拡
大
す

る
考
え
は
な
い
。

夢咲保育園夢咲保育園

三
月
定
例
会
で
は
、
初
日
の
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、
三

月
四
日
（
木
）
、
五
日
（
金
）
の
二
日
間
、
五
会
派
の
代
表
が

二
十
二
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
問
の
内
容
の
一
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
の
所
属
議

員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

霊園展望台から霊園展望台から

総総総

括括括

質質質

問問問
質問 答弁

■創政クラブ（幣原 みや）
・安心、安全について
・医療、福祉について
・教育、子育て施策について
・住環境整備について
・広報活動と市民への周知について
・行財政運営について

■イーブン（中島かおり）
・地域主権への対応について
・コミュニティとしての自治会活性化について
・芦屋市独自のこれからの住宅政策について
・公金の運用について
・ 快適でうるおいのある都市づくり について
・ 豊かな生活環境づくり について
・ 人と文化を育てるまちづくり について
・市立芦屋病院の公立病院としての役割とは

■公明党（徳田 直彦）
・芦屋市の今後の取り組みについて

■新社会党（山口みさえ）
・行財政運営について
・アスベストについて
・あしや温泉について
・職員の健康管理について

■日本共産党（木野下 章）
・政権交代と芦屋市政の課題
・まちづくりについて
・次世代のための環境基盤整備について

会派名簿（大会派・届出順）

会 派 名 所 属 議 員（◎幹事長○副幹事長）

創 政 ク ラ ブ
◎幣原 みや ○長野 良三 助野 勇

いとうまい 山村 悦三 都筑 省三

イ ー ブ ン
◎中島かおり ○中島 健一 松木 義昭

重村啓二郎 畑中 俊彦

公 明 党 ◎徳田 直彦 ○田原 俊彦 帰山 和也

日 本 共 産 党 ◎木野下 章 ○森 しずか

新 社 会 党 ◎前田 辰一 ○山口みさえ

会派に属さない議員 長谷 基弘 大久保文雄 中村 修一

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
希
望
が
多

い
が
、
中
で
も
利
用
料
の
負
担
が

少
な
い
多
床
室
、
老
老
介
護
や
老

障
介
護
に
対
応
の
で
き
る
二
床
室

の
要
望
が
強
い
。
介
護
施
設
の
整

備
を
行
う
上
で
、
今
後
配
慮
す
べ

き
点
と
思
う
が
、
ご
見
解
を
お
伺

い
す
る
。

次
に
介
護
保
険
申
請
か
ら
認
定

ま
で
の
期
間
が
長
い
た
め
、
早
急

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方
が

困
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
芦
屋

市
に
お
い
て
は
調
査
・
認
定
ま
で

に
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
時
間
短
縮

の
た
め
に
ど
の
様
な
手
だ
て
を
講

じ
て
い
る
の
か
お
伺
い
す
る
。
高

齢
者
の
方
が
常
に
携
帯
し
て
持
ち

歩
く

安
心
カ
ー
ド

と
い
う
カ

ー
ド
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
こ
れ

に
は
、
本
人
の
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
血
液
型
、
親
族
の
連
絡

先
、
か
か
り
つ
け
医
、
本
人
の
持

病
・
ア
レ
ル
ギ
ー
、
国
民
健
康
保

険
番
号
な
ど
を
記
入
し
て
お
く
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
る
の

で
、
希
望
者
に
お
配
り
す
る
と
い

う
形
で
考
え
た
ら
ど
う
か
。
是
非
、

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

介
護
施
設
の
整
備
の

際
に
は
、
国
の
施
策
に

基
づ
き
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活

を
大
切
に
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
導

入
な
ど
に
配
慮
し
て
い
く
。

要
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
申

請
後
、
介
護
認
定
調
査
員
が
訪
問

調
査
を
行
い
、
主
治
医
意
見
書
を

受
理
し
、
介
護
認
定
審
査
会
で
決

定
す
る
ま
で
に
、
お
お
む
ね
四
週

間
程
度
を
要
し
て
い
る
が
、
す
ぐ

に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要
な
場

合
は
、
対
象
者
の
身
体
状
況
に
応

じ
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
暫

定
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
申
請
日
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

市
直
営
の
認
定
調
査
員
の
増
員

や
、
介
護
認
定
審
査
会
の
効
率
的

な
運
営
を
心
掛
け
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
認
定
結

果
が
出
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

安
心
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
等
の
救
急
対
策
と
し
て
、

本
人
が
意
識
不
明
の
場
合
な
ど
に

効
果
的
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
命
を
救
え
る

仕
組
み
づ
く
り
は
大
事
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
部
署
と

連
携
し
て
研
究
し
て
い
く
。

（仮称）福祉センター（仮称）福祉センター

議会運営委員会が伊賀市議会を視察議会運営委員会が伊賀市議会を視察
議会運営委員会（幣原みや委員長）は、２月９日に伊賀市議会へ行政視察を実施しました。

伊賀市議会は、市として全国最初に議会基本条例を制定し、議会改革に取り組んでこられま

した。今回の視察では、議会基本条例策定の経緯、経過等を中

心に調査を行いました。同条例には、議会報告会や政策討論会

などを盛り込み、市民に開かれた議会、市民参加を推進する議

会を目指した議会運営をされています。当日は、伊賀市議会の

中本副議長にも出席していただき、同条例に基づく議員活動な

ど、実践する方の生の声を聞くことができました。 伊賀市で伊賀市で

民生文教常任委員会が南足柄市と掛川市を視察
学校教育の新たな手法と幼保再編計画について調査

民生文教常任委員会が南足柄市と掛川市を視察
学校教育の新たな手法と幼保再編計画について調査

民生文教常任委員会（いとうまい委員長）は、１月 日 日に、
神奈川県南足柄市と静岡県掛川市への行政視察を実施しました。
南足柄市は、文部科学省指定の 研究開発学校 として、幼・小

・中一貫教育、小・中学校９年間を通した英語教育などに取り組ん
でおり 学力の定着と向上 を目標に学びの連続性と達成感に重点
を置いて連携を図っているとのことです。一貫教育は、本市にも参
考になるもので、特に不登校児への柔軟な対応が可能であると感じ
ました。また英語教育は、国語力の維持と向上、日本語で考える力

南足柄市で南足柄市で

未
来
の
芦
屋
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
せ
る
行
政
運
営
を

創
政
ク
ラ
ブ

幣
原

み
や

未
来
の
芦
屋
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
せ
る
行
政
運
営
を

地
方
分
権
は
芦
屋
独
自
の
ベ

ク
ト
ル
を
提
案
で
き
る
契
機

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

地
方
分
権
は
芦
屋
独
自
の
ベ

ク
ト
ル
を
提
案
で
き
る
契
機

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

市
民
生
活
応
援
の
市
政
に

日
本
共
産
党

木
野
下

章

市
民
生
活
応
援
の
市
政
に

介
護
保
険
に
つ
い
て

公
明
党

徳
田

直
彦

介
護
保
険
に
つ
い
て

の育成という部分では、慎重な見極めが必要であるようでした。
掛川市の幼保再編計画は、公立・私立の幼稚園と保育所を一体に、

公設（民設）・民営などの形態で整備し、民間の活力を利用した効率
的な編成を行うというものです。幼保園が地域の乳幼児教育・育児
の拠点となり、まち全体で子育てに取り組む成果が挙げられる反面、
幼稚園・保育所の保護者が園に求めるものがそれぞれ異なるとの報
告もあり、このポイントをいかに解決するかは、事業の成功への大
きな要因になると考えました。

行革特委が加西市を視察行革特委が加西市を視察
行財政改革調査特別委員会（帰山和也委員長）は、２月２日県内で先

行して事業仕分けを実施している加西市を視察しました。事業仕分けは、

まだ新しい取り組みであるため手法や判定結果の生かし方等に工夫の余

地があるようですが、事業仕分けの考え

方である 公開の原則 説明責任 外

部意見の取り入れ などは本市の行革で

も取り入れながら進める必要があると感

じられ、参考になる視察となりました。 加西市で加西市で


